
救急に対する需要が増大し、救急出動件数が年々増加傾
向を示しています。平成２８年の出動件数は、平成２０年と比
較して１，３３５件増加し、過去最多の６，０４９件となりました。

また、「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の世界遺産登
録により、来訪者の増加など、今後も救急に対する需要の増
大が見込まれます。

そこで、市民の安全・安心を確保し、市民に信頼される消防
行政を遂行することを目的に、平成２９年４月１日より非常用
救急自動車を通常運用救急車として稼働させ、これまで消防
隊専従隊であった隊を救急隊兼務隊として運用を開始してい
ます。

救急隊の増隊について
～市民の安心・安全を確保し、救急体制を充実強化～
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